
年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善
したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に
着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を
表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間
の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断し
たりする力を養う。

改訂版　新編　数学Ⅰ

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識
できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

配当
時数

○

○中間考査 ○
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数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

２

学

期

第３章　２次関数
第１節　２次関数とグラフ
関数とそのグラフについて理解する。また，2次関数のグラフの特徴について，頂点
の平行移動と関連付けて理解し，2次関数のグラフがかけるようにする。
第２節　２次関数の値の変化

2次関数の最大値，最小値をグラフを用いて求められるようにし，それを様々な事象
の考察に活用できるようにする。また，条件から2次関数を決定できるようにする。

１．関数とグラフ
２．２次関数のグラフ
３．２次関数の最大・最小
４．２次関数の決定

【知】関数の値を求めることができる。関数の定義を理解し，関数を式で表すことができる。座標平面の象限を
理解している。関数のグラフの意味を理解している。1次関数の最大値，最小値をグラフを用いて求めることが
できる。放物線の軸，頂点などについて理解し，2次関数y＝ax2のグラフをかくことができる。2次関数y＝ax2＋
qのグラフとy＝ax2のグラフの関係を理解している。2次関数y＝a(x－p)2のグラフとy＝ax2のグラフの関係を理
解している。2次関数y＝a(x－p)2＋qのグラフをかくことができる。ax2＋bx＋cをa(x－p)2＋qの形に変形して，

2次関数y＝ax2＋bx＋cのグラフをかくことができる。グラフの平行移動の一般公式を利用して，平行移動後の放
物線の方程式を求めることができる。グラフの対称移動の一般公式を利用して，対称移動後の放物線の方程式を
求めることができる。2次関数の最大値，最小値はグラフを用いて考察できることを理解している。定義域が実
数全体である2次関数の最大値，最小値を求めることができる。定義域に制限のある2次関数の最大値，最小値を
求めることができる。グラフの軸や頂点がわかっている2次関数を求めることができる。連立3元1次方程式を解
くことができる。グラフが通る3点がわかっている2次関数を求めることができる。
【思】未知の関数でも，グラフを用いれば最大値，最小値が求められることを理解し，求めることができる。放
物線の平行移動を，頂点の移動に着目して考察できる。放物線の平行移動について，x軸方向，y軸方向などの用
語を用いて表現できる。関数の最大値，最小値やそれをとるときのxの値が何によって定まるのか理解し，考察
することができる。2次関数の軸，定義域と最大値，最小値の関係を正確に理解し，定義域や係数に文字を含む2
次関数について，適切に場合分けして最大値，最小値を求めることができる。2次関数を活用して応用問題を考
察できる。グラフから情報を読み取って，2次関数を求めることができる。2次関数を決定する際，問題に応じて
適切な式の形を判断して使うことができる。
【主】2次関数y＝a(x－p)2＋qのグラフを，p，qが何を意味するかに着目して考察しようとする。グラフの平行
移動，対称移動の一般公式の意味を考察したり，それを活用してグラフの方程式を求めたりしようとする。最大
値，最小値の条件から関数や定義域を自由に定め，それらから一般的な性質を導き出そうとする。数学の事象や
日常生活の事象について，関数を用いて解決しようとする。

○ ○

期末考査 ○ ○
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第１章　数と式
第１節　式の計算
式を扱うための基本的な用語や計算方法について理解する。また，式を1つの文字に
着目して整理したり，1つの文字におき換えたりするなど，目的に応じた式の見方が
できるようにし，既に学習した計算方法と関連付けるなど，式を多面的に捉える力を
培う。
第２節　実数
中学校までに取り扱ってきた数を実数としてまとめて数の体系についての理解を深
め，実数が四則演算に関して閉じていることや，直線上の点と1対1に対応しているこ
となどについて理解する。また，簡単な無理数の四則計算や分母の有理化ができるよ
うにする。
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○ 21

1

６．不等式の性質
７．１次不等式
８．絶対値を含む方程式・不等式

１．集合
２．命題と条件
３．命題と証明

第３節　１次不等式
不等式の解の意味や不等式の性質について理解するとともに，不等式の性質をもとに
1次不等式を解く方法を考察したり，具体的な事象についての問題の解決に1次不等式
を活用したりする力を培う。また，絶対値を含む方程式や不等式が解けるようにす
る。
第２章　集合と命題
集合と命題に関する基本的な概念や用語を理解し，それを用いて命題を証明できるよ
うにする。また，集合や命題の概念を活用して事象を考察できる力を培う。

１．多項式の加法と減法
２．多項式の乗法
３．因数分解
４．実数
５．根号を含む式の計算

【知】単項式や多項式，同類項，次数など式に関する用語を理解している。多項式の同類項をまとめ，降べきの
順に整理することができる。また，1つの文字に着目して整理することができる。多項式の加法，減法の計算が
できる。指数法則について理解し，指数法則を用いて単項式の積の計算ができる。分配法則を用いて多項式の積
の計算ができる。公式を利用して式の展開ができる。共通因数をくくり出して因数分解ができる。公式を用いて
2次式の因数分解ができる。有理数が整数，有限小数，循環小数のいずれかで表される理由を理解している。分
数を循環小数で，循環小数を分数で表すことができる。有理数，無理数，実数の定義を理解し，それぞれの範囲
での四則計算の可能性について理解している。絶対値の意味を理解し，実数の絶対値を求めることができる。平
方根の意味を理解している。根号を含む式の加法，減法，乗法，除法の計算ができる。また，展開の公式を利用
して根号を含む式の乗法の計算ができる。分母の有理化ができる。
【思】少し複雑な式の計算を工夫して行うことができる。式の展開は分配法則を用いると必ずできることを理解
している。式を１つの文字におき換えたり，積の組み合わせを工夫したりすることで，式の展開を簡略化するこ
とができる。たすきがけの因数分解について，係数の意味を考えたり因数分解した式から逆に考えたりするなど
して，係数の組み合わせを効率よく見つけることができる。式によって適切な方法を判断して因数分解ができ
る。複雑な式についても，式を1つのまとまりとみる，1つの文字について整理するなどして見通しをよくするこ
とで，因数分解をすることができる。実数を数直線上の点の座標として捉えられる。また，実数の大小関係と数
直線を関係づけて考えられる。実数の絶対値を用いて数直線上の距離を考えられる。また，2つの実数の差の絶
対値を数直線上の距離とみることができる。式の特徴に注目して対称式の値を求めることができる。また，それ
に分母の有理化などを利用することができる。
【主】単項式，多項式とその整理の仕方に関心をもち，考察しようとする。どの式を1つの文字でおき換えるの
か，積の組み合わせは他の方法がないかなど，よりよい計算方法について考察しようとする。式変形の工夫につ
いて，その理由を振り返って考えたり，どの文字で整理するかなど，よりよい因数分解の方法について考察した
りしようとする。展開と因数分解の関係に着目し，因数分解の検算に展開を利用しようとする態度がある。今ま
で学習してきた数の体系を，計算の可能性と関連付けてその包含関係などを整理し，考察しようとする。根号を
含む式の計算公式を証明しようとする。分母を有理化するよさについて考察し，状況に応じて有理化しようとす
る。

○ ○ ○

第３節　２次方程式と２次不等式
2次方程式の解について考察し，それを2次関数のグラフとx軸の交点と関連付けて考
えることができるようにする。2次不等式も2次関数のグラフとx軸の関係から考察
し，2次不等式が解けるようにする。
第４章　図形と計量
第１節　三角比
三角比の意味やその基本的な性質について理解し，三角比を用いた計量を行うなど，
三角比を事象の考察に活用できるようにする。

５．２次方程式
６．２次関数のグラフとｘ軸の位置関係
７．２次不等式

１．三角比
２．三角比の相互関係
３．三角比の拡張

【知】2次方程式を，因数分解や解の公式を利用して解くことができる。2次方程式の解の種類について理解し，
判別式を用いてその判別ができる。解についての条件が与えられた2次方程式について，判別式を用いて定数の
値や値の範囲を求めることができる。2次関数のグラフとx軸の共有点の座標を求めることができる。2次関数の
グラフとx軸の共有点の個数について，判別式を用いて考えることができる。グラフと不等式の解の関係を理解
している。2次不等式を，2次関数のグラフを用いて解くことができる。2次の連立不等式を解くことができる。
絶対値を含む関数のグラフをかくことができる。◎三角比の定義を理解し，直角三角形において正弦・余弦・正
接を求めることができる。三角比の表を適切に利用することができる。三角比の相互関係を利用して，三角比の
1つの値がわかっているとき，残りの2つの値を求めることができる。90°－θの三角比の公式を利用して，ある
角の三角比を別の角の三角比で表すことができる。鋭角以外の角について三角比の値を求めることができる。
180°－θの三角比の公式を利用して，鈍角の三角比を鋭角の三角比で表すことができる。三角比の値から角θ
を求めることができる。正接を用いて，座標平面上の直線とx軸の正の向きとのなす角を求めることができる。
鈍角の場合でも，三角比の相互関係を利用して，三角比の1つの値がわかっているとき，残りの2つの値を求める
ことができる。
【思】2次方程式を，その都度適切な方法を判断して解くことができる。2次方程式の解の公式と判別式との関係
を理解し，解の判別に利用できる。放物線の頂点のy座標と判別式の関係について，グラフとx軸の共有点の個数
をもとに考察することができる。解がない場合など特別な場合も含めて，2次関数のグラフを用いれば2次不等式
を解くことができることを理解し，その都度適切な方法を判断し，2次不等式を解くことができる。2次式が一定
の符号をとるための条件について，グラフと関係させて正確に理解し，その条件を求めることができる。2次関
数のグラフとx軸の共有点の位置について，グラフを利用して解決できる。2次不等式を活用して，応用問題を考
察できる。具体的な事象における長さや角度について，三角比を用いて捉え，三角比の値からそれらを求めるこ

とができる。3つある三角比の相互関係のそれぞれをどのような場面で用いるか判断することができる。角の値
によって三角比の値がどのように増減するか，適切に表現できる。
三角比の値から角θを求めるときや，三角比の1つの値から残りの2つの値を求めるときなど，解が1通りの場合
と2通りの場合がある理由を理解し，適切に求めることができる。
【主】1次の係数が2b’である2次方程式の解の公式を積極的に利用しようとする。2次方程式の解を考察するの
に，2次関数のグラフを積極的に利用しようとする。1次不等式と1次関数の関係をもとに，2次不等式と2次関数
の関係を考察しようとする。2次不等式を解くのに，2次関数のグラフを積極的に利用しようとする。2次関数の
グラフとx軸の共有点の位置を考える際のグラフの条件について，それぞれがどのような意味をもつのか，様々
な2次関数やそのグラフを積極的に用いて考察しようとする。数学の事象や日常生活の事象について，2次不等式
を用いて考察しようとする。絶対値を含む関数のグラフについて，2次不等式と関連付けて考察しようとする。
三角比の値が三角形の大きさによらず，角の大きさだけで定まることに関心をもち，様々な大きさの三角形を用
いてそれを確かめようとする。日常生活の事象を，三角比を用いて解決しようとする。三角比の相互関係を，三
角比の定義や三平方の定理などから導出しようとする。半円を用いた三角比の定義が，直角三角形を用いた定義
の拡張になっていることを確かめようとする。鈍角の三角比の値が半円の半径のとりかたによらず，角の大きさ
だけで定まることに関心をもち，それを確かめようとする。三角比の相互関係が0°≦θ≦180°の範囲で成り立
つことを確かめようとし，半円を用いた三角比の定義が直角三角形を用いた定義の拡張になっていることを改め
て認識できる。

○ ○
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単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

○

【知】数量の大小関係を，不等式を用いて表すことができる。不等式の性質を理解している。不等式の解の意味
を理解し，1次不等式を解くことができる。連立不等式の意味を理解し，連立1次不等式を解くことができる。不
等式を満たす自然数について考えることができる。絶対値を含む方程式や不等式を解くことができる。集合に関
する基本的な用語や，集合の要素の表し方を理解している。集合の表し方を理解し，決まりに従って集合を表す
ことができる。集合の包含関係を理解し，記号を用いて表すことができる。空集合がすべて集合の部分集合であ
ることを理解している。2つの集合の共通部分，和集合を求めることができる。補集合の意味およびド・モルガ
ンの法則を理解している。命題の真偽の意味を理解している。「pならばq」の形の命題の真偽を，集合を用いて
判定できる。命題が偽であることを示すには，反例を1つ挙げればよいことを理解している。必要条件，十分条
件，同値などの定義を理解し，その判定ができる。条件の否定の意味を理解している。「かつ」「または」を含
む条件の否定を述べることができる。命題の逆，裏，対偶を作ることができる。
【思】不等式の性質が成り立つことを，数直線を用いて説明できる。A＜B＜Cの形の不等式の意味を正確に理解
し，連立不等式とみて解くことができる。身近な問題を，1次不等式を活用して解決することができる。絶対値
を含む方程式や不等式を，数直線上の距離の関係として捉え，解が数直線上で何を意味するか理解し，表現する
ことができる。場合分けをして絶対値記号を外す方法について理解し，絶対値を含む方程式や不等式を場合分け
して解くことができる。1つの集合を複数の表し方で表すことができる。集合の包含関係を記号や日本語で正し
く表現できる。真の命題や偽の命題，命題ではない文の例を考え，他人が考えた命題や文が妥当か判断できる。
与えられた条件の十分条件や必要条件を考え，他人が考えた条件文が妥当か判断できる。「かつ」「または」を
含む条件の否定を，ド・モルガンの法則と関連付けて説明することができる。対偶を用いて命題を証明すること
ができる。背理法が適用できるように式を適切に変形するなどして，命題を背理法で証明することができる。
【主】不等式の性質を，等式の性質と比較して考察しようとする。現実の問題について，必要な条件を選んで数
学化し，それを解決しようとする。また，得られた解を現実問題に当てはめ直し，それを考察しようとする。絶
対値を含む方程式，不等式について，数直線を用いるなどして自らその公式を見出そうとする。3つ以上の集合
についても，共通部分や和集合について考察しようとする。命題の真偽や必要条件，十分条件について，集合と
関連付けて理解したり説明したりしようとする態度がある。直接証明することが難しい命題を，対偶や背理法な
どを用いて証明できないか考えようとする。

○

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

中間考査 ○ ○ 1

○
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第２節　三角形への応用
正弦定理，余弦定理について理解し，それらを適切に用いて三角形の辺や角を求めら
れるようにし，あわせて三角形の面積も求められるようにする。また，これらのこと
を空間図形を含む様々な事象に活用できるようにする。
第５章　データの分析
統計の基本的な考えや種々の統計量，特にデータの散らばりや相関を表す量について
理解し，それらを用いてデータを分析し，様々な判断ができるようにする。また，仮
説検定の考え方を理解し，それをもとにした判断ができるようにする。

４．正弦定理
５．余弦定理
６．正弦定理と余弦定理の活用
７．三角形の面積
８．空間図形への活用

１．データの整理
２．データの代表値
３．データの散らばりと四分位数
４．分散と標準偏差
５．2つの変量の間の関係
６．データの分析を活用した問題解決
７．仮説検定の考え方

【知】正弦定理を用いて，三角形の外接円の半径や辺の長さが求められる。余弦定理を用いて，三角形の辺の長
さや角の大きさが求められる。余弦定理を用いて，三角形の角が鋭角・直角・鈍角のいずれであるか調べること
ができる。正弦定理，余弦定理を用いて三角形の辺の長さや角の大きさを決定することができる。2辺とその間
の角が与えられた三角形の面積を求めることができる。3辺が与えられた三角形の面積を求めることができる。3
辺が与えられた三角形の内接円の半径を求めることができる。データを度数分布表に整理したり，それをヒスト
グラムに表したりできる。データの平均値が求められる。データの中央値が求められる。データの最頻値が求め
られる。範囲や四分位数，四分位範囲を求めることができる。箱ひげ図をかくことができる。外れ値の意味を理
解している。偏差の定義を理解している。分散，標準偏差を求めることができる。分散と平均値の関係式を用い
て，分散を求めることができる。相関係数を求めることができる。相関関係と因果関係の違いを理解している。
分割表について理解し，作成することができる。仮説検定の考え方を理解している。特に，仮説が棄却できない
場合の解釈について正確に理解している。
【思】正弦定理を測量に活用できる。余弦定理を測量に活用できる。正弦定理，余弦定理のうち適切なものを判
断し，種々の量を求めることができる。正弦定理を，
a：b：c＝sinA：sinB：sinCと捉えることができる。大きさが決まっていない三角形の角が求められることを，
三角形の相似と関連付けて理解している。三角形の面積の公式を証明することができる。円に内接する四角形の
面積を，2つの三角形に分けて求めることができる。空間図形から平面図形を取り出し，辺の長さや面積などを
求めることができる。三角比を活用して，空間図形の体積を求めることができる。ヒストグラムからデータの傾
向を読み取り，適切に表現することができる。データの分布の仕方やデータの用途によって適切な代表値が異な
ることを理解し，適切な代表値を選ぶことができる。データの散らばりの度合いを，範囲を用いて判断できる。
データの散らばりの度合いを，四分位範囲を用いて判断できる。複数のデータの分布を，箱ひげ図を用いて比較
できる。データの散らばりの度合いを，分散や標準偏差を用いて判断できる。散布図をかいて，相関の有無や正
負を判断できる。質的データどうしの関係を，分割表から読み取ることができる。データを分析することで問題
を解決し，その結論および過程について表現することができる。仮説検定の考え方を用いて，適切な判断ができ
る。

【主】鈍角の場合も含めて正弦定理を証明しようとする。鋭角のときの余弦定理の証明を読み取り，同じ方法で
鈍角のときも証明しようとする。同じ問題でも，正弦定理，余弦定理を使った場合に，解の吟味の必要性などが
異なることに興味をもち，それぞれの定理や三角比の特徴の違いを考察しようとする。三角形の内接円と面積の
関係を導こうとする。空間において実際に測れない長さなどを，三角比を活用して求めようとする。また，その
ためにはどこの長さ，どこの角の大きさを測ればよいか，またどの定理を用いることができるかについて考察し
ようとする。データを整理，表現するのに適切な方法や階級の幅などを考えようとする。代表値を用いてデータ
の特徴を表そうとする。範囲や四分位範囲について，それぞれの長所や短所を理解し，適切な指標を用いてデー
タの散らばりの度合いを判断しようとする。データに外れ値があった場合，その背景を考え，それに応じて外れ
値を除外したり問題解決に役立てたりしようとする。分散や標準偏差について，それぞれの長所や短所を理解
し，適切な指標を用いてデータの散らばりの度合いを判断しようとする。分散と平均値の関係式を，分散の定義
から導出しようとする。変量の変換によって平均値や分散がどのように変わるか考察しようとする。平均値や分
散を求める際，仮平均を用いて計算を簡単にしようとする。偏差値に興味をもち，偏差値を用いて異なるデータ
間で比較をしようとする。様々なデータについてその相関を自ら調べてみようとする。相関関係と因果関係の違
いを，具体的なデータについて考察しようとする。統計的探究プロセスについて理解し，解決したい問題に対し
てデータを集めて分析したり，その結論を振り返ったりして，よりよい結果を追求しようとする。また，それに
コンピュータなどの情報機器を積極的に用いようとする。

○ ○

学年末考査 ○ ○ 1

○

期末考査 ○ ○ 1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 1

２

学

期

第４章　三角関数
【知】角の概念を一般角まで拡張して，三角関数に
関する様々な性質や式とグラフの関係について理解
できる。加法定理および加法定理から導かれる様々
な定理を理解できる。
【思】三角関数に関する様々な性質や式とグラフの
関係について，多面的に考察できるようにする。加
法定理などを事象の考察に活用できる。
【主】三角関数について，学んだことを振り返り，
考察を深めようとする。

第４章　三角関数
 　第１節　三角関数
　 第２節　加法定理

第４章　三角関数
【知】弧度法の定義や一般角について理解し，三角関数の意味や基本
的な法則についての理解を深め，それらを用いて正弦，余弦，正接な
どの様々な値を求められる。三角関数のグラフの特徴を理解し，三角
関数を含む方程式や，不等式が解ける。加法定理や2倍角や半角の公
式を利用できる。
【思】三角関数の値の符号や増減について考察できる。三角関数の性
質を単位円を用いて考察でき，周期などグラフとの関連性もわかる。
三角関数の性質を活用できる。三角関数の合成を用いるなど，文字を
置き換え後のその文字の値の範囲にも注意をして最大値・最小値を求
められる。座標平面上の原点を中心として回転した点の座標につい
て，加法定理を用いて考察できる。2倍角の公式を利用して，方程
式・不等式の角を統一して考察できる。
【主】三角比の相互関係について既習である円の方程式と関連付けた
り，三角関数を含む不等式について単位円やグラフも利用して，多面
的に考察しようとする。周期関数や奇関数，偶関数に興味をもつ。加
法定理を利用して，様々な公式を導出・証明しようとする。

○ ○ ○ 24

１

学

期

第１章　式と証明
【知】多項式の乗法，除法の計算や，分数式の計算
ができる。
【思】恒等式と方程式が区別でき，様々な式の見方
ができる。
【主】式と証明について，学んだことを振り返り考
察を深めようとする。
第２章　複素数と方程式
【知】数の範囲を複素数まで拡張し，その計算方法
や拡張された2次方程式の解法を理解し，高次方程式
が解ける。
【思】2次方程式やその解，及び，高次方程式につい
ても考察できる。
【主】複素数の意義を考察しようとし,対称式の有用
性を追求し，2次方程式の解の条件について，解と係
数の関係からさらに，2次関数のｸﾞﾗﾌまで関連付け考
察しようとする。

第１章　式と証明
  第１節 式と計算
　第２節 等式・不等式の証明
第２章　複素数と方程式
　第１節 複素数と2次方程式の解
　第２節 高次方程式

第１章　式と証明
【知】多項式の乗法，除法の計算や，3次式の展開や因数分解，二項
定理の利用，多項式の割り算やその活用，繁分数式も含めて分数式の
計算ができる。また，恒等式と方程式の違いを理解し，恒等式の係数
決定や等式･不等式の証明ができる。
【思】式の形に着目して公式を適用でき，多項式を因数分解できる。
二項定理を活用して，等式を証明でき，展開式の項の係数を出せる。
2種類以上の文字を含む多項式の割り算ができる。分数式の計算につ
いて，分数計算と同様に考え考察できる。恒等式がつくれ，つくられ
た式が恒等式であるか判断できる。また，数値代入法にて，逆の確認
が必要な理由を理解し，それを恒等式の定義も含めて説明できる。
【主】因数分解する方法，二項定理の応用，多項式の割り算，繁分数
式，恒等式について積極的に方法など考察し，活用しようとする。
第２章　複素数と方程式
【知】複素数の定義および複素数の相等を理解し，加法,減法，乗法
の計算や，共役複素数を利用した複素数の除法の計算ができる。負の
数の平方根を含む式の計算ができ,複素数の範囲で2次方程式が解け,
解が判別できる。解と係数の関係から，解の和や積，対称式の値を求
められる。また，解の条件から，解と係数の関係を利用して係数を求
められ，解を利用して，2次式を因数分解できる。さらに，2数を解に
もつ2次方程式を作ることができる。剰余の定理や因数定理を利用し
て高次式を因数分解でき，解くことができる。また，高次方程式の虚
数解から，方程式の係数を決定できる｡
【思】負の数の平方根の積についての考察や，2次方程式の解につい
ての2次関数のグラフとの関係からの多面的な考察，解と係数の関係
を活用した2次方程式の解の条件の考察，割り算についての等式を活
用した余りについて考察ができる。剰余の定理を活用して，多項式を
2次式で割った余りがわかる。1の3乗根が理解できる。
【主】数の範囲を実数から複素数へ拡張することについて，考察しよ
うとする。複素数が四則について閉じているなど，複素数の性質を，
実数の性質と関連させながら理解し，考察しようとする。様々な対称
式について基本対称式で表そうとする。2次方程式の解の条件につい
て，2次関数のグラフを用いて考察し，関係性を探ろうとする。

○ ○ ○ 24

中間考査 ○ ○ 1

第３章　図形と方程式
【知】座標や式を用いて，点や直線，円について，
その性質や関係を数学的に表現できる。図形を与え
られた条件を満たす点の集合として認識し，軌跡の
方程式が求められる。また，不等式を満たす点の集
合が座標平面上の領域を表すことを理解する。
【思】座標や式の有用性や，円と直線との関係，円
どうしの関係，軌跡や領域について事象の考察に活
用できる｡
【主】図形と方程式について，学んだことを振り返
り，考察を深めようとする。

第３章　図形と方程式
 　第１節　点と直線
　 第２節　円
　 第３節　軌跡と領域

第３章　図形と方程式
【知】数直線上や座標平面上における，2点間の距離，内分点や外分
点の座標を求められる。三角形の重心の座標を求められる。x，yの1
次方程式が表す直線をかける。与えられた条件を満たす直線の方程式
を求められる。2直線の平行･垂直条件を理解し，それを利用できる。
図形F(x，y)＝0が点(s，t)を通ることをF(s，t)＝0として処理でき
る。点と直線の公式を理解し，それを利用して距離を求められる。中
心の座標と半径から円の方程式を求められ，円の方程式から中心の座
標と半径を求められる。x，yの2次方程式を変形して，その方程式が
表す図形を調べられる。3点を通る円の方程式を求められる。円と直
線の共有点の座標を求められる。円の接線の公式を理解し，接線の方
程式を求められる。円外の点から引いた接線の方程式を求められる。
2つの円の位置関係を，中心間の距離と半径の関係から調べられ，円
の方程式を求められる。軌跡の定義を理解し，与えられた条件を満た
す点の軌跡を求められる。媒介変数処理が必要な軌跡を求められる。
直線や円を境界線とする領域や，連立不等式の表す領域を図示でき
る。領域を利用する1次式の最大値・最小値の求め方を理解してい
る。
【思】座標平面上の2点間の距離を活用できる。内分点，外分点の座
標を用いて，点対称を数式で表現できる。直線に関して対称な点の座
標について，図形の条件を式で表現し，考察できる。kF(x，y)＋
G(x，y)＝0の形の方程式が，2直線の交点を通る直線を表す理由を理
解し，説明できる。2点を直径の両端とする円について，中心と半径
に着目して，方程式を求められる。円の方程式がx，yの2次方程式で
表されることを理解し，x，yの2次方程式が，常に円を表すとは限ら
ないことを考察・説明できる。円と直線の共有点の個数を，2次方程
式の実数解の個数から考察でき，また，中心と直線の距離からも考察
できる。2つの円の共有点について，2つの円の方程式を適切に変形し
て考察できる。軌跡を求める手順について理解し，特に逆を確認する
理由を集合と関連付けて考察できる。不等式が表す領域を，不等式を
満たす点全体の集合として考えられる。
【主】数直線上の外分点について，内分点と統一して捉えようとす
る。座標平面を用いて図形の性質を一般的に証明する際，一般性を崩
さないように点の座標を設定することや，座標軸のとり方によらず証
明できることなどに興味をもち，様々な座標や座標軸の設定法を試そ
うとする。三角形の3本の中線が1点で交わることが座標を用いて証明
できることに興味をもつ。x，yの方程式が座標平面上で図形を表すと
いうことの意味を理解しようとし，点の集合が図形を表すことを正し
く認識する。直線の方程式の公式を，直線が1つに定まる条件として
とらえようとする。2直線の関係を，傾きに着目して考察しようとす
る。
3点を通る円が1つに定まるということに興味をもち，三角形の外接円
や，2点を通る円の集まりなどを考察することで理解しようとする。
円と直線の共有点の個数と，中心と直線の距離の関係について，図を
複数かくなどして自ら見出そうとする。円の接線を求める様々な方法
を理解し，それぞれの関係や，どの方法を用いるかなどを積極的に考
察する。2つの円の方程式から導かれる1次方程式について，それが表
す直線がどのようなものか考察する。軌跡を考える際，コンピュータ
などを活用してその概形を予想し，積極的に考察しようとする。軌跡
と領域について，いずれも条件を満たす点全体の集合として捉え，こ
れらを統一的に考察しようとする。線形計画法について，最大値・最
小値を求める1次式の係数を変えたり，最大・最小となる点から係数
を求めたりすることで，より詳しく考察し，理解しようとする。直線
や円を境界線とする領域をもとに，一般の関数のグラフを境界線とす
る領域について考察しようとする。

○ ○ ○ 24

期末考査

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，局所的な変化に着目し，問題解決の過程
や結果を振り返って統合的・発展的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振
り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅱ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・
積分の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式について論理的に考察する
力，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現し，図形の性質を論理
的に考察する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を数
学的に考察する力，関数の局所的な変化に着目し，統合的・発展的に考察
する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数
学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

新編　数学Ⅱ：数研出版

数学
数学の基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにする
とともに，それらを活用する態度を育てる。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 4



3

学

期

第６章　微分法と積分法
【知】微分係数や導関数の意味について理解し，多
項式で表された関数の導関数が求められるようにす
る。また，関数のグラフの接線が求められるように
する。導関数を用いて，関数の値の増減が調べられ
るようにする。また，それを用いて関数のグラフを
かいたり，不定積分や定積分について理解し，それ
らの有用性を認識するとともに，定積分を用いてグ
ラフで囲まれた図形の面積が求められるようにす
る。
【思】グラフを様々な事象の考察に活用できるよう
にする。
【主】数学の事象や日常の事象について，関数を用
いて解決しようとする。

第６章　微分法と積分法
 　第１節　微分係数と導関数
　 第２節　関数の値の変化
　 第３節　積分法

第６章　微分法と積分法
【知】平均変化率の定義や，関数の極限値の意味を理解し，それを求
めることができる。定義に従って関数の微分係数を求めることがで
き，図形的な意味を理解し，接線の傾きを求めることができる。導関
数の意味を理解し，定義に従って関数の導関数を求めることができ
る。公式を用いて関数の導関数を求めることができる。導関数の性質
を利用して，種々の導関数の計算や微分係数を求めることができる。
接点のx座標から接線の方程式を求められる。導関数を利用して，関
数の増減を調べることができ，関数の極値や最大値・最小値を求めた
り，グラフをかいたりすることができる。関数の極値から，関数を決
定することができる。原始関数の定義を理解している。不定積分の表
し方や，定積分の定義を理解し，計算ができる。グラフとx軸の間の
面積や，2曲線の間の面積を，定積分で表して求めることができる。
絶対値のついた関数の定積分の計算ができる。3次曲線とその接線で
囲まれた部分の面積を求められる。
【思】導関数を表す種々の記号を理解し，それらを適切に使って表現
することができる。定数と変数を区別して関数を微分することがで
き，それを利用して，微分係数の値などから関数を決定することがで
きる。曲線外の点Cから曲線に接線を引くとき，接点Aにおける接線が
点Cを通ると読み替えて，接線の方程式を求めることができる。関数
の増減を接線の傾きから考察することができる。f’(a)＝0は，f(a)
が極値であるための必要条件ではあるが，十分条件ではないことを理
解し，係数決定の際に逆を確認する意味について適切に説明できる。
導関数を活用して深く考察できる。方程式の実数解の個数を，関数の
グラフとx軸の共有点の個数に読み替えて考察できる。不等式f(x)≧0
の証明に増減表やグラフを利用できる。積分変数が何であるかに注意
して，不定積分を正しく表現し，計算できる。積分法が微分法の逆演
算であることを利用して，与えられた条件を満たす関数を不定積分を
用いて求められる。定積分は定数であることを理解し，その理由を説
明できる。また，それを利用して，定積分を含む関数を求めることが
できる。上端がxである定積分を，xの関数と捉えて問題を解決するこ
とができる。定積分を図形の面積とみることで，定積分の性質を図形
的に考察し，説明することができる。絶対値のついた関数の定積分
を，図形の面積とみることができる。放物線と直線の交点の座標が複
雑な値であるとき，放物線と直線で囲まれた部分の面積を，定積分の
公式を利用するなどして，工夫して求める方法を考察できる。
【主】接線の方程式について，微分係数だけでなく，2次方程式が重
解をもつという条件も合わせ，多面的に考察しようとする。4次関数
についても，3次関数と同様な方法で増減や極値について調べたり，
グラフをかいたりしようとする。最大値，最小値の条件から定義域を
自由に定め，それらから一般的な性質を導き出そうとする。数学の事
象や日常の事象について，関数を用いて解決しようとする。積分法が
微分法の逆演算であることから，不定積分を求めたり，不定積分の公
式が成り立つことを確かめたりしようとする。定積分の性質を，定積
分の定義から証明しようとする。面積S(x)が関数f(x)の原始関数の1
つであることに興味・関心をもち，考察しようとする。

○ ○ ○ 39

学年末考査 ○ ○ 1

○ ○ 24

期末考査 ○ ○ 1

２

学

期

中間考査 ○ ○ 1

第５章　指数関数と対数関数
【知】指数を実数まで拡張する意義を理解し，対数
の定義とその性質を理解する。
【思】指数関数や，対数関数，特に常用対数を事象
の考察に活用できるようにする。
【主】指数関数や，対数関数について学んだことを
振り返り、考察を深めようとする。

第５章　指数関数と対数関数
 　第１節　指数関数
　 第２節　対数関数

第５章　指数関数と対数関数
【知】指数が整数の場合の累乗の定義を理解し，累乗の計算や，指数
法則を用いた計算できる。累乗根の定義や性質を理解し，累乗根の値
を求めたり計算できる。指数が有理数の場合の累乗の定義を理解し，
累乗の計算や，指数法則を用いた計算できる。指数関数のグラフの特
徴を理解し，グラフをかける。指数関数を含む方程式・不等式を解く
ことができる。指数と対数を相互に書き換えることができる。対数の
定義を理解し，対数の値を求められる。対数の性質に基づいて，種々
の対数の値の計算ができる。底の変換公式を適用できる。対数関数の
グラフの特徴を理解し，グラフをかくことができる。対数関数を含む
方程式・不等式を解ける。正の数をa×10nの形に表して，常用対数表
を用いて対数の値を求められる。桁数や小数第何位に初めて0でない
数字が現れるかを，常用対数を用いて求められる。【思】正の数の累
乗根がただ1つ存在することを，グラフによって考察できる。累乗根
の性質の証明の1つを参考に，別の性質を証明ができる。指数が無理
数の場合の累乗の意味を理解できる。底の違いによって指数関数のグ
ラフがどのように変わるかを考察し，適切に説明できる。指数関数の
増減によって，数の大小関係を考察できる。ax＞0に注意して，おき
換えによって既知の問題に帰着することで，指数方程式・指数不等式
を解ける。対数の値が存在することを，グラフによって考察できる。
指数法則を利用して，対数の性質を証明できる。対数関数のグラフに
ついて，その特徴を指数関数との関連など多面的にみて，考察・説明
ができる。対数関数の増減によって，数の大小関係を考察できる。対
数関数を含む少し複雑な方程式・不等式を解ける。おき換えによって
既知の問題に帰着することで，対数関数を含む関数の最大値・最小値
を求められる。桁数や小数首位が第n位の数を，不等式で表現でき
る。
【主】0乗，負の整数乗，分数乗は，指数法則が成り立つように定義
されていることを理解し，その定義について考察しようとする。指数
法則を用いた計算について，よりよい計算方法を検討しようとする。
負の数のn乗根に興味をもち，その値が存在するかどうかも含めて具
体的に考察しようとする。指数関数のグラフの概形を，点をプロット
してかこうとする意欲がある。指数と対数の関係に興味をもち，性質
や計算において，その関係を見出そうとする。対数関数のグラフの概
形を，点をプロットしてかこうとする意欲がある。対数関数を含む方
程式・不等式について，真数が正であるという条件について，その解
との関係をもとに考察しようとする。常用対数とa×10nの形の表示と
を，常に相互に関連付けて考えようとする。

○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

3

学

期

第２章　図形の性質
第３章　数学と人間の活動
【知】数量や図形に関する概念などと人間の活動と
の関わりについて理解すること。
【思】数量や図形に関する概念などを，関心に基づ
いて発展させ考察すること。パズルなどに数学的な
要素を見いだし，目的に応じて数学を活用して考察
すること。
【主】様々な人間の活動の中から、整数を中心とし
た数学的要素を見出し、現実の事象を数学を用いて
考察しようとする。

6．２つの円
7．作図
8．直線と平面
9．多面体
第３章　数学と人間の活動
1．約数と倍数
2. 素数と素因数分解
3．最大公約数・最小公倍数
4．整数の割り算
5．ユークリッドの互除法
6．1次不定方程式
7．記数法
8．座標の考え方
9. ゲーム・パズルの中の数学

【知】数量や図形に関する概念などと人間の活動との関わりについて
理解すること。数学史的な話題，数理的なゲームやパズルなどを通し
て，数学と文化との関わりについての理解を深めること。
【思】数量や図形に関する概念などを，関心に基づいて発展させ考察
すること。パズルなどに数学的な要素を見いだし，目的に応じて数学
を活用して考察すること。
【主】日常生活における具体的な事象に約数と倍数の考えが活用され
ていることを理解し，考察したりしようとする。

○ ○ ○ 20

学年末考査 ○ ○ 1

○ ○ 12

期末考査 ○ ○ 1

○ ○ 1

２

学

期

第1章　場合の数と確率
【知】確率の意味や基本的な法則についての理解を
深め，それらを用いて事象の確率を求めること。
【思】確率の性質などに基づいて事象の起こりやす
さを判断したり，求める過程について正確に理解
し、説明することができる。
【主】確率を求めるとき、一つの解法だけでなく、
他の解法を考えたり、関連付けて考えようとする。

5．事象と確率
6．確率の基本性質
7．独立な試行と確率
8．条件付き確率

【知】確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それら
を用いて事象の確率や期待値を求めること。
【思】確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断した
り，求める過程について正確に理解し、説明することができる。
【主】確率を求めるとき、一つの解法だけでなく、他の解法を考
えたり、関連付けて考えようとする。

○ ○ ○ 13

中間考査 ○ ○ 1

第２章　図形の性質
【知】三角形や円に関する基本的な性質について理
解すること。
【思】期待値を意思決定に活用したりすること。図
形の構成要素間の関係や既に学習した図形の性質に
着目し，図形の新たな性質を見いだし，その性質に
ついて論理的に考察したり説明したりすること。
【主】期待値を、日常の問題解決に活用しようとす
る。平面図形について学んだことを振り返り、考察
を深めようとする。

9. 期待値
第２章　図形の性質
1．三角形の辺の比
2．三角形の外心・内心・重心
3．チェバの定理・メネラウスの定理
4．円に内接する四角形
5．円と直線

【知】三角形や円に関する基本的な性質について理解すること。空間
図形に関する基本的な性質について理解すること。
【思】図形の構成要素間の関係や既に学習した図形の性質に着目し，
図形の新たな性質を見いだし，その性質について論理的に考察したり
説明したりすること。コンピュータなどの情報機器を用いて図形を表
すなどして，図形の性質や作図について統合的・発展的に考察するこ
と。
【主】期待値を考える意義を理解し，それに興味をもち、積極的に活
用しようとしている。三角形や円の様々な性質について，その証明を
含めて理解し，それを様々な事象の考察しようとしている。

○

１

学

期

第1章　場合の数と確率
【知】集合の要素の個数に関する基本的な関係や和
の法則，積の法則などの数え上げの原則について理
解すること。
【思】事象の構造などに着目し，場合の数を求める
方法を多面的に考察すること。
【主】集合に関する基本的な関係を、日常の問題解
決に活用しようとする。

準備　集合
第１章　場合の数と確率
1．集合の要素の個数
2．場合の数

【知】集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の
法則などの数え上げの原則について理解すること。
【思】事象の構造などに着目し，場合の数を求める方法を多面的
に考察すること。
【主】ベン図だけでなく，表を作るなどの方法を積極的に活用
し，集合の要素の個数を求めようとする。樹形図で場合の数を数
える方法から，和の法則，積の法則などを見出そうとしている。

○ ○ ○ 9

中間考査 ○ ○ 1

第1章　場合の数と確率
【知】具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を
理解し，順列の総数や組合せの総数を求めること。
【思】条件のある順列や組合せについて、条件を的
確に判断して総数を求めることができる。
【主】条件のある順列や組合せの総数について、複
数の求め方を考えたり、それらを比較したりしよう
する。

3．順列
4．組合せ
　

【知】具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列
の総数や組合せの総数を求めること。
【思】条件のある順列や組合せについて、条件を的確に判断して
総数を求めることができる。
【主】条件のある順列の総数について，複数の求め方を考えた
り，それらを比較したりしようとする。順列と組合せの関係を理
解し，順列の総数を求める式から，組合せの総数を求める式を導
き出そうとしている。

○ ○ ○ 11

期末考査

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事
象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に
考察する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起
こりやすさを判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に
数学の構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ａ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

NEXT 数学Ａ：数研出版

数学 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 2 組 ， 5 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

3学
期

【知識及び技能】
漸化式について理解し，事象の変化を漸化式で表したり，簡
単な漸化式で表された数列の一般項を求めたりする
数学的帰納法について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
事象の再帰的な関係に注目し，日常の事象や社会の事象など
を数学的に捉え，数列の考えを問題解決に活用する
自然数の性質などを見いだし，それらを数学的帰納法を用い
て証明するとともに，他の証明方法と比較し多面的に考察す
る
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度を養う

第３節 漸化式と数学的帰納法
９．漸化式
１０．数学的帰納法

【知識及び技能】
漸化式について理解し，事象の変化を漸化式で表したり，簡単な漸化式で表さ
れた数列の一般項を求めたりすること
数学的帰納法について理解すること
【思考力、判断力、表現力等】
事象の再帰的な関係に注目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，
数列の考えを問題解決に活用すること
自然数の性質などを見いだし，それらを数学的帰納法を用いて証明するととも
に，他の証明方法と比較し多面的に考察すること
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度を養うこと

○ ○ ○ 8

学年末考査 ○ ○ 1

合計

35

○ ○ 6

期末考査 ○ ○ 1

○ ○ 1

２

学

期

【知識及び技能】
いろいろな数列の一般項や和を求める方法について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を
数学的に表現し考察する
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度を養う

第２節 いろいろな数列
６．和の記号Σ
７．階差数列

【知識及び技能】
いろいろな数列の一般項や和を求める方法について理解すること
【思考力、判断力、表現力等】
事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に表現し考
察すること
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度を養うこと

○ ○ ○ 6

中間考査 ○ ○ 1

【知識及び技能】
いろいろな数列の一般項や和を求める方法について理解する
漸化式について理解し，事象の変化を漸化式で表したり，簡
単な漸化式で表された数列の一般項を求めたりする
【思考力、判断力、表現力等】
事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を
数学的に表現し考察する
事象の再帰的な関係に注目し，日常の事象や社会の事象など
を数学的に捉え，数列の考えを問題解決に活用する
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度を養う

第２節 いろいろな数列
８．いろいろな数列の和
第３節 漸化式と数学的帰納法
９．漸化式

【知識及び技能】
いろいろな数列の一般項や和を求める方法について理解すること
漸化式について理解し，事象の変化を漸化式で表したり，簡単な漸化式で表さ
れた数列の一般項を求めたりすること
【思考力、判断力、表現力等】
事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に表現し考
察すること
事象の再帰的な関係に注目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，
数列の考えを問題解決に活用すること
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度を養うこと

○

１

学

期

【知識及び技能】
等差数列について理解し，それらの一般項や和を求める
【思考力、判断力、表現力等】
事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を
数学的に表現し考察する
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度を養う

第１節 等差数列と等比数列
１．数列と一般項
２．等差数列
３．等差数列の和

【知識及び技能】
等差数列について理解し，それらの一般項や和を求めること
【思考力、判断力、表現力等】
事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に表現し考
察すること
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度を養うこと

○ ○ ○ 5

中間考査 ○ ○ 1

【知識及び技能】
等比数列について理解し，それらの一般項や和を求める
【思考力、判断力、表現力等】
事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を
数学的に表現し考察する
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度を養う

第１節 等差数列と等比数列
４．等比数列
５．等比数列の和

【知識及び技能】
等比数列について理解し，それらの一般項や和を求めること
【思考力、判断力、表現力等】
事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に表現し考
察すること
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度を養うこと

〇 〇 〇 5

期末考査

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 数列，統計的な推測について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と社会生活の関わりについて認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識でき
るようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に考察したりす
る力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよう
とする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ｂ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，数学と社会生活との関わりについて認識を深め，事象を数学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標本
分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批
判的に考察したりする力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，
解決の過程や結果を振り返って考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に
基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

新編　数学Ｂ：数研出版

数学 数列，統計的な推測について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と社会生活の関わりについて認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培
い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

数学 数学Ｂ
数学 数学Ｂ 1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

3

学

期

【知識及び技能】
空間上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベク
トル，ベクトルの成分表示について理解する
座標及びベクトルの考えが平面から空間に拡張できることを
理解する
【思考力、判断力、表現力等】
ベクトルやその内積の基本的な性質などを用いて，平面図形
や空間図形の性質を見いだしたり，多面的に考察したりする
数量や図形及びそれらの関係に着目し，日常の事象や社会の
事象などを数学的に捉え，ベクトルやその内積の考えを問題
解決に活用する
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度を養う

３．ベクトルの成分
４．ベクトルの内積
５．ベクトルの図形への応用
６．座標空間における図形

【知識及び技能】
空間上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベクトルの
成分表示について理解する
座標及びベクトルの考えが平面から空間に拡張できることを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
ベクトルやその内積の基本的な性質などを用いて，平面図形や空間図形の性質
を見いだしたり，多面的に考察したりする
数量や図形及びそれらの関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え，ベクトルやその内積の考えを問題解決に活用する
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度を養う

○ ○ ○ 8

学年末考査 ○ ○ 1

合計

35

○ ○ 6

期末考査 ○ ○ 1

○ ○ 1

２

学

期

【知識及び技能】
平面上のベクトルの位置ベクトル，ベクトルの成分表示につ
いて理解する
ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
ベクトルやその内積の基本的な性質などを用いて，平面図形
の性質を見いだしたり，多面的に考察したりする
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度を養う

第２節　ベクトルと平面図形
５．位置ベクトル
６．ベクトルの図形への応用

【知識及び技能】
平面上のベクトルの位置ベクトル，ベクトルの成分表示について理解すること
ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解すること
【思考力、判断力、表現力等】
ベクトルやその内積の基本的な性質などを用いて，平面図形の性質を見いだし
たり，多面的に考察したりすること
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度を養うこと

○ ○ ○ 6

中間考査 ○ ○ 1

【知識及び技能】
平面上及び空間上のベクトルの意味，相等，和，差，実数
倍，位置ベクトル，ベクトルの成分表示について理解する
座標及びベクトルの考えが平面から空間に拡張できることを
理解する
【思考力、判断力、表現力等】
ベクトルやその内積の基本的な性質などを用いて，平面図形
や空間図形の性質を見いだしたり，多面的に考察したりする
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度を養う

第２節　ベクトルと平面図形
７．図形のベクトルによる表示

１．空間の点
２．空間のベクトル

【知識及び技能】
平面上及び空間上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，
ベクトルの成分表示について理解すること
座標及びベクトルの考えが平面から空間に拡張できることを理解すること
【思考力、判断力、表現力等】
ベクトルやその内積の基本的な性質などを用いて，平面図形や空間図形の性質
を見いだしたり，多面的に考察したりすること
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度を養うこと

○

１

学

期

【知識及び技能】
平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベク
トル，ベクトルの成分表示について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を
考察する
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度を養う

第１節　ベクトルとその演算
１．ベクトル
２．ベクトルの演算
３．ベクトルの成分

【知識及び技能】
平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベクトルの
成分表示について理解すること
【思考力、判断力、表現力等】
実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を考察すること
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度を養うこと

○ ○ ○ 5

中間考査 〇 〇 1
【知識及び技能】
平面上のベクトルの位置ベクトル，ベクトルの成分表示につ
いて理解する
ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を
考察する
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度を養う

第１節　ベクトルとその演算
３．ベクトルの成分
４．ベクトルの内積

【知識及び技能】
平面上のベクトルの位置ベクトル，ベクトルの成分表示について理解すること
ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解すること
【思考力、判断力、表現力等】
実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を考察すること
【学びに向かう力、人間性等】
数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度を養うこと

〇 〇 〇 5

期末考査

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面についての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに，数学的な表現の工夫について認識を深め，事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその図形的な意味を考察する力，図形
や図形の構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的に考察する力，数学的な表現
を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に
基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

新編　数学Ｂ：数研出版

数学 ベクトル，平面上の曲線と複素数平面について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学的な表現の工夫について認識を深め，事象を数学的に考察す
る能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

【 知　識　及　び　技　能 】 ベクトル，平面上の曲線と複素数平面について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学的な表現の工夫について認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよ
さを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその図形的な意味を考察する力，図形や図形の構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよう
とする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ｃ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ｃ
数学 数学Ｃ 1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 3 組～ 8 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○微分係数の定義とその図形的な意味を理解している。【知】
○連続であっても微分可能でない関数が存在することに興味をもち，
具体的な関数でそれを確かめようとする。【主】
〇多項式で表された関数の導関数を求めることができる。【知】
〇積・商の導関数の公式を適用して，関数を微分できる。【知】
〇合成関数の導関数を求めることができる。【知】
○pが有理数の範囲でxpの導関数を求めることができる。【知】
〇学んだ公式を組み合わせることで，どのような関数を微分できるよ
うになったか認識し，どの公式を用いるか判断して関数の微分ができ
る。【思】
〇(xα)’＝αxα－1において，αの範囲が自然数，整数，有理数と
拡張されていくことに興味をもち，その展開について理解を深めよう
とする。【主】
〇三角・対数・指数関数を含む関数の微分ができる。【知】
○合成関数の微分法の公式を複数回使う微分について，関数の構造を
適切に把握しながら導関数を計算できる。【思】
○1つの関数を別の方法で微分し，その結果や，より計算しやすい方
法を検討したりしようとする。【主】

期末考査 ○ ○ 1

２

学

期

４．第n次導関数

５．曲線の方程式と導関数

〇高次導関数の定義や表記を理解し，種々の関数の高次導関数を求め
ることができる。【知】
○第2次，第3次導関数などを求めることで，一般の第n次導関数を予
想し，求めることができる。【思】
○方程式F(x，y)＝0を関数(陰関数)とみる考え方を理解している。
【知】
○円の方程式について成り立つdy/dx＝－x/yの意味を正しく理解し，
接線の傾きと関連させて説明することができる。【思】
○陰関数の微分や媒介変数表示された関数の微分について，その簡便
さを理解し，積極的に利用しようとする。【主】

○ ○ ○ 37

１

学

期

第１章 関数
１．分数関数

２．無理関数

３．逆関数と合成関数

第２章 極限
１．数列の極限

２．無限等比数列

分数関数や無理関数の性質を理解し，それを方程式
や不等式の考察に活用できるようにする。また，関
数の一般的な性質として逆関数や合成関数などにつ
いて理解し，事象の考察に活用できるようにする。

数列の極限の概念を理解し，様々な数列の極限が求
められるようにする。無限級数については，その極
限と各項の極限との関係を理解し，正しく考察でき
るようにする。

○分数関数の定義域や漸近線などについて理解し，簡単な分数関数の
グラフをかくことができる。【知】
○方程式の実数解とグラフの共有点の関係を正しく理解し，それを分
数関数に適用して共有点の座標を求めることができる。【思】
○方程式や不等式の考察に，積極的に関数のグラフを活用しようとす
る。【主】
〇無理関数の定義域や値域などについて理解し，簡単な分数関数のグ
ラフをかくことができる。【知】
○方程式の実数解とグラフの共有点の関係を正しく理解し，それを無
理関数に適用して共有点の座標を求めることができる。【思】
〇方程式の同値変形について，様々な方法で考察し，理解を深めよう
とする。【主】
〇逆関数の定義や，定義域，値域について理解し，具体的な関数の逆
関数を求めることができる。【知】
○関数が逆関数をもつかどうかについて，その定義やグラフを用いて
考察しようとする。【主】
○数列の極限についての用語や表記および∞の意味について理解して
いる。【知】
○収束する数列の極限値の性質を理解し，正しく適用できる。【知】
○数列の極限について，不定形を解消するように式変形して収束，発
散を調べることができる。【知】
○はさみうちの原理について理解している。【知】
〇工夫して式変形し，数列の極限を求めることができる。【思】
○様々な数列について，nが大きくなるときに第n項がどのようになる
かに興味をもち，積極的に調べようとする。【主】
○無限等比数列の極限を調べることができる。【知】
○無限等比数列が収束する条件を理解している。【知】
○rnを含む数列について，不定形を解消するように式変形を工夫し，
極限を求めることができる。【知】
〇rnを含む数列について，既習事項を適用できるように，rの値に
よって適切に式変形して，極限を考察できる。【思】
○漸化式で定められる数列について，漸化式の両辺の極限を考えたと
きの等式が意味することを考察しようとする。【主】

○ ○ ○ 33

中間考査 ○ ○ 1

３．無限級数

４．関数の極限

５．関数の極限２

６．三角関数と極限

７．関数の連続性

数列の極限と関連させて関数の極限について理解
し，関連して関数の連続性についても理解するとと
もに，それらを様々な関数の考察に活用できるよう
にする。

○無限級数の定義を理解している。【知】
〇無限級数の収束，発散について，部分和の極限を，既習の数列の極
限として捉え，調べることができる。【思】
○無限級数について，その収束，発散と一般項anの収束，発散との関
係に興味をもち，具体例から法則を見出そうとする。【主】

〇x→aのときの関数の極限の表記，および収束する場合に成り立つ極
限の性質について理解し，簡単な極限を求めることができる。【知】
○不定形を解消するように工夫して式変形し，関数の極限を求めるこ
とができる。【思】
○関数の極限についての等式から定数を求める問題について，条件を
細かく検討することで，極限に対する理解を深めようとする。【主】
〇指数関数，対数関数について，x→±∞のときの極限を求めること
ができる。【知】
〇不定形を解消するように工夫して式変形し，x→±∞のときの関数
の極限を求めることができる。【思】
○x→－∞のときの関数の極限について，別解を検討することで，極
限や平方根に関する理解を深めようとする。【主】

○簡単な三角関数の極限を求めることができる。【知】
〇関数の極限が簡単に求められない場合，はさみうちの原理を用いて
極限を求めることができる。【思】
○関数がx＝aで連続であることの定義を正しく理解している。【知】
○中間値の定理の前提条件を正しく理解し，誤った考え方について批
判的な考察ができる。【思】
○連続でない関数があることに興味をもち，グラフを用いてそのこと
を調べようとする。【主】

○ ○ ○ 33

第３章　微分法
１．微分係数と導関数

２．導関数の計算

３．いろいろな関数の導関数

微分係数や導関数の定義を理解し，導関数について
の様々な性質や公式を導き，それらを導関数の計算
に活用できるようにする。導関数の定義や公式を適
用して，いろいろな関数の導関数を導き，それを用
いて関数が微分できるようにする。また，陰関数や
媒介変数で表された関数の微分もできるようにし，
それらを事象の考察に活用できるようにする。

導関数の定義や公式を適用して，いろいろな関数の
導関数を導き，それを用いて関数が微分できるよう
にする。また，陰関数や媒介変数で表された関数の
微分もできるようにし，それらを事象の考察に活用
できるようにする。

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 主 配当
時数

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，局所的な変化に着目し，問題解決の過程
や結果を振り返って統合的・発展的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅲ（自由選択）
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるようにする。

数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察したり，関数関係をよ
り深く捉えて事象を的確に表現し，数学的に考察したりする力，いろいろ
な関数の局所的な性質や大域的な性質に着目し，事象を数学的に考察した
り，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする
力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟
に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を
振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性
の基礎を養う。

NEXT 数学Ⅲ：数研出版

数学
数学の基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにする
とともに，それらを活用する態度を育てる。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

数学 数学Ⅲ（自由選択）
数学 数学Ⅲ（自由選択） 4



学年末考査

期末考査 ○ ○ 1

3学
期

1

第５章　積分法とその応用
１．不定積分とその基本性質

２．置換積分法と部分積分法

３．いろいろな関数の不定積分

様々な関数の不定積分やその計算法則を導関数をも
とにして考え，それをもとに不定積分を求められる
ようにする。

〇三角関数や指数関数の不定積分を求めることができる。【知】
〇定数倍および和，差の不定積分の公式が適用できるように式を適切
に変形できる。【思】
○積分法が微分法の逆演算であることから，様々な関数の不定積分を
求めようとする。【主】
〇f(ax＋b)の不定積分について，置換積分法を用いて公式を導き，そ
れを適用して不定積分の計算ができる。【知】
〇積の微分の逆演算として部分積分法を理解し，不定積分を求めるこ
とができる。【知】
〇f(g(x))g’(x)の関数の形に着目して式を見たり変形したりするこ
とで，不定積分の計算ができる。また，その式変形について理由を説
明できる。【思】
〇簡単には不定積分が求められない関数について，置換積分法や部分
積分法を用いて計算しようとする。【主】
〇不定積分の公式が適用できるように式変形を工夫して，分数関数の
不定積分を求めることができる。【知】
○不定積分を求める際の式変形について，式の次数などに着目してそ
の方法を統一的に捉えようとする。【思】

○ ○ ○ 33

４．定積分とその基本性質

５．置換積分法と部分積分法

６．定積分のいろいろな問題

様々な関数の定積分を求められるようにする。ま
た，定積分を面積として捉え，様々な事象の考察に
活用できるようにする。

〇定積分の定義や性質を理解し，不定積分をもとに定積分を求めるこ
とができる。【知】
〇定積分の定義や性質を理解し，不定積分をもとに定積分を求めるこ
とができる。【知】
○√(a2－x2)の定積分について，円の面積と関連付けて考察できる。
【思】
○置換積分について，いくつかの方法で置換することを試し，よりよ
い方法を探ろうとする。【主】
○上端がxである定積分を，xで微分することができる。【知】
〇上端，下端にxを含む定積分を，xの関数と捉えて問題を解決するこ
とができる。【思】
○曲線で囲まれた部分の面積を，細長い長方形の面積の和の極限と捉
えることに興味をもち，定積分と数列の和の極限との関係を考察しよ
うとする。【主】

７．面積 定積分を活用して，面積，体積，曲線の長さなどを
求められるようにし，またそれらを通じて定積分の
理解をさらに深める。

〇定積分を用いて図形の面積を求めることができる。【知】
○定積分がどの部分の面積を表すか読み取り，面積を2通りに表示す
ることができる。【思】
〇図形の面積を求めるとき，グラフの位置関係などを，図をかいて把
握しようとする。【主】

８．体積
〇立体の断面がどのような図形になるか考え，定積分を用いて体積を
求めることができる。【思】
○定積分を用いると，既習の円錐の体積や球の体積の公式が導けるこ
とに興味をもち，積極的に考察しようとする。【主】

９．道のり
〇数直線上で運動する点の座標や通過した道のりを，定積分を用いて
求めることができる。【知】
○点の座標や動いた道のりについて，v-tグラフで囲まれた部分の面
積と関連付けて考察できる。【思】

１０．曲線の長さ
○媒介変数表示された曲線の長さを，座標平面上で点が通過した道の
りと関連させて理解している。【知】

２

学

期

○ ○ ○ 37

第４章　微分法の応用
１．接線の方程式

２．平均値の定理

３．関数の値の変化

４．関数のグラフ

５．方程式，不等式への応用

６．速度と加速度

７．近似式（1）

導関数を，接線，関数の増減，グラフ
などに活用できるようにするとともに，積極的に導
関数を活用しようとする姿勢を育てる。

関数のグラフを方程式や不等式の考察に活用できる
ようにする。また，点の運動や近似式についても理
解し，導関数を様々な方法で活用する姿勢を育て
る。

○微分係数の意味を理解しており，曲線の接線の方程式を求めること
ができる。【知】
〇曲線外の点Cから曲線に接線を引くとき，接点Aにおける接線が点C
を通ると読み替えて，接線の方程式を求めることができる。【思】
○平均値の定理の図形的な意味を理解している。【知】
〇存在定理である平均値の定理について，その意味を理解し，cの値
を具体的に求めることで確かめようとする。【主】
〇導関数を用いて関数の増減・極値を調べることができる。【知】
○微分可能でない点でも関数が極値をもつことがあることを理解し，
定義をもとに極値を求めることができる。【思】
○関数の増減の様子を調べるのに，導関数を積極的に活用しようとす
る。また，導関数だけでなく連続性や微分可能性，極値の定義などに
も注意して，増減を丁寧に調べようとする。【主】
〇増減や凹凸，漸近線などを調べて，関数のグラフをかくことができ
る。【知】
○曲線の変曲点における接線について，その傾きについて考察し，一
般的に説明できる。【思】
○関数のグラフの様々な形に興味をもち，様々な方法でそれを調べよ
うとする。【主】
○ex/xnやxn/exのx→∞のときの極限について，直感的に理解してい
る。【知】
〇方程式の解を関数のグラフの交点として捉え，グラフを用いて方程
式の解について考察できる。【思】
〇直線上を運動する点の速度と加速度を求めることができる。【知】
○直線上を運動する点の速度，加速度をもとに，平面上を運動する点
の速度，加速度について考察できる。【思】
○関数の1次の近似式を作ることができる。【知】

中間考査 ○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

35

期末考査 ○ ○ 1

3学
期

入試問題演習 【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，
多面的に考察し，活用しようすること。
【主】週課題に対して粘り強く考え，問題解決の過程を振
り返って考察を深めようとしている。

○ ○ ○ 5

○ ○

【知】標本調査の考え方について理解を深め
る。【知】」正規分布を用いた区間推定及び
仮説検定の方法を理解する。【思】確率分布
や標本分布の特徴を、確率変数の平均、分
散、標準偏差などを用いて考察する。【思】
目的に応じて標本調査を設計し、収集した
データを基にコンピュータなどの情報機器を
用いて処理するなどして、補習団の特徴や傾
向を推測し判断するとともに、標本調査の方
法や結果を批判的に考察する。

推定
仮説検定

【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，
多面的に考察し，活用しようすること。
【主】週課題に対して粘り強く考え，問題解決の過程を振
り返って考察を深めようとしている。

○ ○ ○ 7

○ ○ 1

【知】標本調査の考え方について理解を深め
る。【知】二項分布と正規分布の性質や特徴
について理解する。【知】」正規分布を用い
た区間推定及び仮説検定の方法を理解する。
【思】確率分布や標本分布の特徴を、確率変
数の平均、分散、標準偏差などを用いて考察
する。【思】目的に応じて標本調査を設計
し、収集したデータを基にコンピュータなど
の情報機器を用いて処理するなどして、母集
団の特徴や傾向を推測し判断するとともに、
標本調査の方法や結果を批判的に考察する。

正規分布
母集団と標本
標本平均の分布

【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，
多面的に考察し，活用しようすること。
【主】週課題に対して粘り強く考え，問題解決の過程を振
り返って考察を深めようとしている。

○ ○ ○ 7

２

学

期

【知】確率変数と確率分布について理解す
る。【思】確率分布や標本分布の特徴を、確
率変数の平均、分散、標準偏差などを用いて
考察する。

確率変数と確率分布
確率変数の期待値と分散

【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，
多面的に考察し，活用しようすること。
【主】週課題に対して粘り強く考え，問題解決の過程を振
り返って考察を深めようとしている。

○ ○ ○ 7

○ ○

【知】確率変数と確率分布について理解す
る。【知】二項分布と正規分布の性質や特徴
について理解する。【思】確率分布や標本分
布の特徴を、確率変数の平均、分散、標準偏
差などを用いて考察する。

確率変数の和と積
二項分布

【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，
多面的に考察し，活用しようすること。
【主】週課題に対して粘り強く考え，問題解決の過程を振
り返って考察を深めようとしている。

○ ○ ○ 7

中間考査

統計的な推測について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の
習熟を図り，数学と社会生活の関わりについて認識を深め，事
象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるよ
うにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察す
る力，確率分布や標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推
測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に考察したり
する力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決した
り，解決の過程や結果を振り返って考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔
軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解
決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

NEXT 数学Ｂ：数研出版

数学 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振
り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ｂ（自由選択）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ｂ（自由選択） 1
数学 数学Ｂ（自由選択）



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

期末考査 〇 〇 1

２

学

期

入試問題演習 【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，
多面的に考察し，活用しようすること。
【主】週課題に対して粘り強く考え，問題解決の過程を振
り返って考察を深めようとしている。

○ ○ ○ 5

35

【知】曲線の媒介変数表示について理解す
る。【知】極座標の意味及び曲線が極方程式
で表されることについて理解する。【思】放
物線、楕円、双曲線を相互に関連付けて捉
え、考察する。

曲線の媒介変数表示
極座標と極形式
コンピュータの利用

【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，
多面的に考察し，活用しようすること。
【主】週課題に対して粘り強く考え，問題解決の過程を振
り返って考察を深めようとしている。

○ ○ ○ 7

〇 〇 1

【知】放物線、楕円、双曲線が二次式で表さ
れること及びそれらの二次曲線の基本的な性
質について理解する。【思】放物線、楕円、
双曲線を相互に関連付けて捉え、考察する。

２次曲線の平行移動
２次曲線と直線
２次曲線と離心率

【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，
多面的に考察し，活用しようすること。
【主】週課題に対して粘り強く考え，問題解決の過程を振
り返って考察を深めようとしている。

○ ○ ○ 7

１

学

期

【知】複素数平面と複素数の極形式、複素数
の実数倍、和、差、積及び商の図形的な意味
を理解する。【知】ド・モアブルの定理につ
いて理解する。【思】複素数平面における図
形の移動などと関連付けて、複素数の演算や
累乗根などの意味を考察する。

複素数平面
複素数の極形式
ド・モアブルの定理
複素数と図形

【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，
多面的に考察し，活用しようすること。
【主】週課題に対して粘り強く考え，問題解決の過程を振
り返って考察を深めようとしている。

○ ○ ○ 7

【知】放物線、楕円、双曲線が二次式で表さ
れること及びそれらの二次曲線の基本的な性
質について理解する。【思】放物線、楕円、
双曲線を相互に関連付けて捉え、考察する。

放物線
楕円
双曲線

【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，
多面的に考察し，活用しようすること。
【主】週課題に対して粘り強く考え，問題解決の過程を振
り返って考察を深めようとしている。

○ ○ ○ 7

中間考査

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振
り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ｃ（自由選択）
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

平面上の曲線と複素数平面についての基本的な概念や原理・法
則を体系的に理解するとともに，数学的な表現の工夫について
認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

演算法則やその図形的な意味を考察する力，図形や図形の構造
に着目し，それらの性質を統合的・発展的に考察する力，数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養
う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔
軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解
決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

数学 数学Ｃ（自由選択） 1

NEXT 数学Ｃ：数研出版

数学 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

数学 数学Ｃ（自由選択）



年間授業計画　新様式

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

3

学

期

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

【知】受験を意識して，応用問題や発展的な内容を
十分に理解すること。
【思】応用問題や発展的問題に対応して知識・技能
を活用し、多面的に考察すること。
【主】受験問題全般について，各自、積極的に取り
組もうとすること。

総合演習 【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，多面的に考
察し，活用しようすること。
【主】粘り強く考え，問題解決の過程を振り返って考察を深めようと
する態度を養うこと。

○ ○

10

○ 14

1

【数学Ⅰ】
「図形と軽量」
・三角比の基本・三角比と図形
「データの分析」
・データの分析
【数学Ａ】
「場合の数と確率」
・場合の数、順列・組合せ
・確率

【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，多面的に考
察し，活用しようすること。
【主】粘り強く考え，問題解決の過程を振り返って考察を深めようと
する態度を養うこと。 ○

【知】受験を意識して，応用問題や発展的な内容を
十分に理解すること。
【思】応用問題や発展的問題に対応して知識・技能
を活用し、多面的に考察すること。
【主】受験問題全般について，各自、積極的に取り
組もうとすること。

【数学Ⅰ】
「数と式」
・式の計算　・式の値
「２次関数」
・関数とグラフ
・関数の最大・最小
・2次方程式・2次不等式
・２次関数のグラフとⅹ軸の
　共有点

数学 数学演習α(自由選択) 2

6

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析，図形の性質，場合の数と
確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，
数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に
着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を
表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間
の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断し
たりする力，図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考察する力，不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の
構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。

NEXT 数学Ⅰ，NEXT 数学Ａ：数研出版　キートレーニング：数研出版

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学演習α(自由選択)

【 知　識　及　び　技　能 】

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

配当
時数

○

数学演習α(自由選択)

知 思 態

数学

２

学

期

【知】受験を意識して，応用問題や発展的な内容を
十分に理解すること。
【思】応用問題や発展的問題に対応して知識・技能
を活用し、多面的に考察すること。
【主】受験問題全般について，各自、積極的に取り
組もうとすること。

【数学Ａ】
「図形の性質」
・図形の性質
「整数の性質」
・約数と倍数・不定方程式
・整数の種々の問題

【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，多面的に考
察し，活用しようすること。
【主】粘り強く考え，問題解決の過程を振り返って考察を深めようと
する態度を養うこと。

○ ○

期末考査 ○ ○

１

学

期

【知】受験を意識して，応用問題や発展的な内容を
十分に理解すること。
【思】応用問題や発展的問題に対応して知識・技能
を活用し、多面的に考察すること。
【主】受験問題全般について，各自、積極的に取り
組もうとすること。

○

【知】受験を意識して，応用問題や発展的な内容を
十分に理解すること。
【思】応用問題や発展的問題に対応して知識・技能
を活用し、多面的に考察すること。
【主】受験問題全般について，各自、積極的に取り
組もうとすること。

総合演習 【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，多面的に考
察し，活用しようすること。
【主】粘り強く考え，問題解決の過程を振り返って考察を深めようと
する態度を養うこと。

○ ○

学年末考査

○

【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，多面的に考
察し，活用しようすること。
【主】粘り強く考え，問題解決の過程を振り返って考察を深めようと
する態度を養うこと。

○ ○ ○ 6

中間考査

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

中間考査 ○ ○ 1

期末考査 ○ ○ 1

○

1

○

○

10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準



年間授業計画　新様式

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

1

○

○

10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

中間考査 ○ ○ 1

期末考査 ○ ○ 1

【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，多面的に考
察し，活用しようすること。
【主】粘り強く考え，問題解決の過程を振り返って考察を深めようと
する態度を養うこと。

○ ○ ○ 6

中間考査

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

知 思 態

数学

２

学

期

【知】受験を意識して，応用問題や発展的な内容を
十分に理解すること。
【思】応用問題や発展的問題に対応して知識・技能
を活用し、多面的に考察すること。
【主】受験問題全般について，各自、積極的に取り
組もうとすること。

各自の進路に応じた演習に個別に対応する。 【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，多面的に考
察し，活用しようすること。
【主】粘り強く考え，問題解決の過程を振り返って考察を深めようと
する態度を養うこと。

○ ○

期末考査 ○ ○

１

学

期

【知】受験を意識して，応用問題や発展的な内容を
十分に理解すること。
【思】応用問題や発展的問題に対応して知識・技能
を活用し、多面的に考察すること。
【主】受験問題全般について，各自、積極的に取り
組もうとすること。

○

【知】受験を意識して，応用問題や発展的な内容を
十分に理解すること。
【思】応用問題や発展的問題に対応して知識・技能
を活用し、多面的に考察すること。
【主】受験問題全般について，各自、積極的に取り
組もうとすること。

各自の進路に応じた演習に個別に対応する。 【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，多面的に考
察し，活用しようすること。
【主】粘り強く考え，問題解決の過程を振り返って考察を深めようと
する態度を養うこと。

○ ○

数学 数学演習β(自由選択) 2

6

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析，図形の性質，場合の数と
確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，
数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に
着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を
表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間
の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断し
たりする力，図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考察する力，不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の
構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。

NEXT 数学Ⅰ，NEXT 数学Ａ，NEXT 数学Ⅱ，NEXT 数学B，NEXT 数学C：数研出版

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学演習β(自由選択)

【 知　識　及　び　技　能 】

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

配当
時数

○

数学演習β(自由選択)

3学
期

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

【知】受験を意識して，応用問題や発展的な内容を
十分に理解すること。
【思】応用問題や発展的問題に対応して知識・技能
を活用し、多面的に考察すること。
【主】受験問題全般について，各自、積極的に取り
組もうとすること。

各自の進路に応じた演習に個別に対応する。 【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，多面的に考
察し，活用しようすること。
【主】粘り強く考え，問題解決の過程を振り返って考察を深めようと
する態度を養うこと。

○ ○

10

○ 14

1

各自の進路に応じた演習に個別に対応する。 【知】受験を意識した一般的な概念や原理・法則を理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けること。
【思】数学的な着目点に気付き，数学の構造を見いだし，多面的に考
察し，活用しようすること。
【主】粘り強く考え，問題解決の過程を振り返って考察を深めようと
する態度を養うこと。

○

【知】受験を意識して，応用問題や発展的な内容を
十分に理解すること。
【思】応用問題や発展的問題に対応して知識・技能
を活用し、多面的に考察すること。
【主】受験問題全般について，各自、積極的に取り
組もうとすること。

各自の進路に応じた演習に個別に対応する。

学年末考査

○


